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品 碍子 タイル その他
合計
（千万円） 有田 伊万里 吉田
合計
（人）
1989 2,220 47 681 430 619 114 4,111 4,101 503 216 4,820
1990 2,227 59 638 381 609 209 4,123 4,027 489 238 4,754
1991 2,358 74 651 279 497 184 4,043 4,048 478 230 4,756
1992 2,217 70 614 476 591 165 4,133 3,925 460 225 4,610
1993 2,054 73 539 482 480 199 3,827 3,641 435 227 4,303
1994 2,048 74 564 373 319 262 3,640 3,660 420 213 4,293
1995 1,852 79 520 217 133 246 291 3,338 3,642 459 250 4,351
1996 1,899 134 452 250 114 261 152 3,262 3,619 453 240 4,312
1997 1,851 70 426 213 117 93 224 2,994 3,646 415 228 4,289
1998 1,446 32 362 288 107 133 186 2,554 3,090 387 208 3,685
1999 1,353 49 383 113 121 54 110 2,183 2,779 346 173 3,298
2000 1,294 57 342 122 114 46 104 2,079 2,554 331 141 3,026
2001 1,165 47 338 123 91 36 65 1,865 2,476 303 147 2,926
2002 1,046 43 273 120 65 29 35 1,611 2,279 298 133 2,710
2003 1,004 42 212 136 62 9 106 1,571 2,164 276 124 2,564
2004 917 41 174 149 64 7 98 1,450 2,119 277 108 2,504
2005 869 39 162 131 73 9 73 1,356 2,007 248 113 2,368
2006 834 45 162 169 67 12 89 1,378 1,936 237 99 2,272
2007 785 56 175 175 81 10 84 1,366 2,048 232 96 2,376





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Simple is the bestといったことわざがあります
が，有形・無形にわたり広く深く貫徹している
ところに日本の固有性があるように思います。
　マイセンと有田（いわゆる日欧）の対照性を，
「筆の線の表情」にアクセントを置いての「線の
世界」にみられている点は，印象的です。また，
素地とくに「白の表情の豊かさ」に両者の違い
をみられている点も興味深いものがあります。
　ものづくりを設計情報の「転写」と捉える議
論があります。ご高著では，器を「情報」とみ
つつ，原材料に「一味もふた味も加える」との
ご指摘もあります。これは，単なる転写ではな
く，「創造的転写」とみることができるように
思います。
　今日のように激しく変化する時代にあって，
伝統を継承する，しかも「能楽」の如く厳とし
て「型」を継承するには，想像を超える難しさ
と創造性が伴うのではと感じています。
　上記のような問題意識を抱いています。14
代の思いとお考えを少しでもお伺いできれば，
何よりも嬉しく存じます。
　どうかよろしくお願い申し上げます。
2010年2月13日
1.3　有田・伊万里見学調査のお礼文（面談・
協力していただいた方々へ）
　さる3月3―4日の有田・伊万里調査では，い
ろいろとご配慮いただき有難うございました。
おかげさまで，楽しく意義深い見学調査を楽し
むことができました。
　直前の3月2日に，食中りでお腹を壊すとい
うハプニングに見舞われました。果たして調査
ができるかと心配していましたが，百武様はじ
め皆様の元気あふれるパワーをいただき，乗り
伊万里・有田焼の産業振興とまちづくり
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切ることができました。感謝にたえません。
　添付の資料は，この2日間（3―4日）に見学・
面談していただいた方々の一覧で，いただいた
資料も付けています。ご多用の中，丁寧に応対
していただき，心からお礼申し上げます。
　佐賀県陶磁器工業協同組合の歩みは，共販・
集金システムにみるようにユニークなもので産
地振興にも大きな役割を果たしてきたようです
が，需要の減少や輸入増加など需給環境が激変
し，直販やインターネット販売なども広がるな
か，新たな対応に迫られています。それに向け
て努力されているご様子も，うかがうことがで
きました。
　柿右衛門をはじめ3右衛門への面談が適った
ことは，大変有難いことでした。それぞれが独
自な考え方ややり方でもって，伝統を継承しつ
つ現代さらに未来にいかに生きるかを追究され
ているご様子を直接伺うことができました。14
代柿右衛門様から伝わってくる，深い伝統と様
式を担う責務の重大性と，その中で培われた深
い哲学性。伝統との格闘の中で培われた，今右
衛門・前田様の凛としたお姿と息遣い。窯とし
て生きる，もう少し自由な生活提案の創作領域
に軸足を置かれる源右衛門窯の館林様。それぞ
れ三者三様の歩み方を比較する機会を得ること
ができました。また柿右衛門窯では，相談役の
酒井田正宏様に窯場や作業場など敷地内の見学
をさせていただき，ご丁寧な説明に耳を傾けつ
つ歴史的な時空間を味わうことができました。
　畑萬陶苑は，経営の維持・発展と伊万里の再
生には，創造しか未来に道なしと徹しておられ
ます。畑石様のバイタリティあふれる創造性と
魅力的な語りに，引きこまれてしまいました。
マルティファンクションランプや下から入れる
ペットの骨壷，陶板弁当，磁器風鈴，磁器製
ビールグラス，そして伊万里再生に向けた壮大
な思いやプランなどなど。
　柿右衛門と畑萬陶苑。この両者は，対照的な
歩みのように見えますが，伝統の継承・発展と
いう深部ではむしろ極めて近いのではないかと
感じています。
　まちづくりと産業観光では，筒井様および西
山様，尾崎様から，実に興味深いお話を拝聴す
ることができました。筒井様の音楽性および国
際性，そして行政・地域・業界への経験知の深
さを感じ，それを観光情報センターの新生に傾
注されているご様子が印象に残っています。
　西山様の創意的かつガッツあふれる行動力と
ボランティア精神には，頭が下がります。美し
い着物姿は伝統の街並みに映えていました。尾
崎様の歴史的な含蓄のある語りも魅力的でし
た。このような女性パワーが，有田のまちづく
りに大きなインパクトをもたらすのではと感じ
ています。
　3月4日9時にお伺いした伊万里歴史民俗資
料館は，10時からの開館で責任者も来られて
いませんでしたが，入らせていただき資料もい
くつかいただきました。また，佐賀県立九州陶
磁文化館では学芸員の家田様から，丁寧な説明
をいただきました。伊万里・有田の焼き物の歴
史をより広い視点から学ぶことができ，感謝申
し上げます。
　以上，限られた時間の中，盛り沢山の見学調
査を行うことができました。面談していただい
た方々，および斡旋していただきました百武様
に，心からお礼申し上げます。
　今年度中には，できるだけ早い機会に何らか
の形でまとめたく考えています。その際には，
電話や電子メールなどでお伺いしますので，そ
の節はご教示を賜りますようよろしくお願い申
し上げる次第です。
　皆様のご健勝，ご活躍を心からお祈り申し上
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名古屋学院大学論集
げます。 2010年3月8日
資料2　入手資料一覧
佐賀県陶磁器工業協同組合　2010年3月3日
（水）
　『佐賀県陶磁器工業協同組合50周年記念誌』
佐賀県陶磁器工業協同組合，1999年
　岩尾磁器工業株式会社『IWAO』
　パンフレット「有田雛のやきものまつり」有
田雛のやきものまつり実行委員会
今泉今右衛門　2010年3月3日（水）
　『色鍋島と今右衛門』今右衛門窯元
源右衛門窯　2010年3月3日（水）
　『源右衛門窯』源右衛門窯
　「源右衛門窯　窯歴」源右衛門窯
　“伝統的工芸品の経営とマーケティング”プ
ロジェクト推進部会「企業イメージの構築とブ
ランド形成―源右衛門“古伊万里の心”―」『明
治大学博物館研究報告書15』2010年
有田観光情報センター
　筒井孝司「有田観光情報センターの概要」
　有田観光情報センター『有田観光ガイドマッ
プ　有田スタイル』
有田町づくり女性懇話会
　西山美穂子「有田町づくり女性懇話会活動紹
介」2010.1
　「陶芸の歴史に思いはせ　歩いて楽しいやき
ものの町」日本経済新聞2009.9.12
㈲畑萬陶苑　2010年3月3日（水）
　「ぶらりいまりめぐり」
　「伊万里　秘境の里・大川内村　みて歩き」
　「伊万里のまち探検まっぷ」
　「伊万里市　陶器商家資料館」
　「観光ツアーマップ　伊万里の魅力発見」伊
万里市観光ボランティアガイドの会
伊万里市歴史民俗資料館　2010年3月4日（木）
　『平成7年度企画展図録　伊万里の陶器商人』
伊万里市歴史民俗資料館，1996年（購入）
　『平成8年度企画展図録　伊万里の陶器商人』
伊万里市歴史民俗資料館，1996年（購入）
　「伊万里市歴史民俗資料館だより」第15―20
号，伊万里市歴史民俗資料館，2004―9年
　第1回市民文化フォーラム『博物館美術館を
考える―文化を生かした街づくりへの創造―』
講演録，伊万里市教育委員会，2006年
　第2回市民文化フォーラム『博物館・美術館
をまちづくりに生かす―博物館・美術館と観
光―』講演録，伊万里市教育委員会，2006年（購
入）
　パンフレット「伊万里市歴史民俗資料館」
　伊万里市教育委員会『古唐津　陶片の美』
2008年
佐賀県立九州陶磁文化館（学芸課主幹　家田　
淳一）2010年3月4日（木）
　パンフレット「佐賀県立九州陶磁文化館」
　九州陶磁文化館監修『古伊万里への道』九州
陶磁文化館開館20周年記念・日蘭交流400周
年記念，2000年（購入）
資料3　その他参考資料
　坂井　隆『「伊万里」からアジアが見える―
海の陶磁器と日本―』講談社，1998年
　下平尾　勲『現代伝統産業の研究―最近の
有田焼の経済構造分析―』新評論，1978年
　14代酒井田柿右衛門『余白の美　酒井田柿
右衛門』集英社新書，2004年
　永竹　威『日本の陶器1　伊万里』保育社，
1973年
　日本経済新聞，2009年9月12日付。
　保母武彦「特集　FUTURAシンポジウムに
伊万里・有田焼の産業振興とまちづくり
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おけるコメント」『九州国際大学経営経済論集』
第16巻第12号，2010年1月。
　三杉隆敏『マイセンへの道』東京書籍出版社，
1992年
　瑞浪市「職員人材育成基本方針」岐阜県瑞浪
市。
　K. マルクス『資本論』第1巻。
　『広辞苑（第6版）』岩波書店。
　「有田焼」（http://ja.wikipedia.org/wiki/）
　「色鍋島　今右衛門」（http://www.imaemon.
co.jp/）
「源右衛門窯―工房に息づく古伊万里の心」
（http://www.gen-emon.co.jp/about/history.
html）
　「特集：伊万里・有田焼」（http://www.koug-
ei.or.jp/crafts/0422/special）
　「アインシュタインの眼―陶器の炎―」（NHK
テレビBSハイビジョン，2010年1月24日放映）
　「百年インタビュー　陶芸家　第14代酒井
田柿右衛門」（NHKテレビBSハイビジョン，
2010年5月20日放映）
　「あさイチ―有田特集―」（NHKテレビ，
2010年12月16日放映）
